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Q．和泉式部百首とは？
A．和泉式部による、百首の歌（※九七首）をまとめ
て詠んだもの。

夏 恋

どのような部（主題）
なの？



しかし……
和泉式部百首には序文（まえがき）がない！

①久保木寿子氏 「人を思ふ」
→そもそも恋とは「人を思ふ」ものなのではないか。抽象的。

②小林恵氏 あえて探るなら「「恋」そのもの」
→「あえて」でありはっきりとは述べられていない。

主題が定まっていない！
納得できない！
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②
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「鏡」＝
自分を映
すもの

「鏡」を「恋人」
に重ねている

万葉的な
要素！
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①
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②
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葉
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葉
集
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「黒髪」＝
白髪になる
もの

「黒髪」は黒のまま。
乱れることで「心の
乱れ」を表す

新しさ！
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「色」という
「モノ」を
使って恋を詠
んでいる！
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和泉式部百首の特徴
①万葉的要素！流行を取り入れている。

②新しさ！一般的には用いない表現。

③「モノ」に託して恋を詠んでいる！

和泉式部百首恋部は、一つの主題を
持って恋歌を詠んだのではなく、恋
を「モノ」に託して詠むという目的
のもと詠まれた部であると考えられ
る。

結
論


